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一
に
つ
い
て 

ろ
で
あ
る
。
五
つ
の
選
択
肢
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
案
の
う
ち
「
Ａ
案
現
行
制
度
の
給
付
設
計
を
維
持
す
る
案
」
の
場
合
、 

積
立
金
及
び
国
庫
負
担
で
不
足
す
る
部
分
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
部
分
は
将
来
の
保
険
料
収
入
に
よ
り
賄
う
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

保
険
料
方
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
場
合
、
通
常
将
来
給
付
費
用
の
う
ち
年
金
数
理
上
過
去
の 

平
成
十
一
年
度
末
に
お
け
る
過
去
期
間
費
用
の
財
源
の
う
ち
将
来
の
保
険
料
収
入
に
よ
り
賄
う
こ
と
を
予
定
し
た
部
分
を
一

時
金
に
換
算
し
た
額
は
、
約
四
百
九
十
兆
円
と
見
込
ま
れ
る
。 

被
保
険
者
期
間
に
対
応
し
て
発
生
し
た
と
み
な
さ
れ
る
部
分
（
以
下
「
過
去
期
間
費
用
」
と
い
う
。
）
の
財
源
に
つ
い
て
は 

御
指
摘
の
厚
生
年
金
の
財
政
収
支
に
関
し
て
は
、
平
成
九
年
十
二
月
に
、
厚
生
省
に
お
い
て
、
給
付
と
負
担
の
在
り
方
に

関
す
る
枠
組
み
に
つ
い
て
の
「
年
金
改
革
・
五
つ
の
選
択
肢
」
（
以
下
「
五
つ
の
選
択
肢
」
と
い
う
。
）
を
公
表
し
た
と
こ 

厚
生
年
金
の
財
政
運
営
は
、
将
来
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
付
に
必
要
な
費
用
（
基
礎
年
金
拠
出
金
分
を
含
む
。
以
下

「
将
来
給
付
費
用
」
と
い
う
。
）
を
賄
う
た
め
に
、
保
険
料
を
将
来
に
向
け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
方
法
（
以
下
「
段
階 

衆
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議
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笹
木
竜
三
君
提
出
公
的
年
金
の
将
来
見
通
し
に
関
す
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質
問
に
対
す
る
答
弁
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三 

 



 

て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
案
は
、
過
去
又
は
将
来
の
ど
の
被
保
険
者
期
間
に
対
応
し
た
給
付
を
ど
の
程
度
抑
制
す

る
の
か
を
特
定
し
て
お
ら
ず
、
過
去
期
間
費
用
が
確
定
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
に
つ
い
て
、
過
去
期
間
費
用
の

財
源
の
う
ち
将
来
の
保
険
料
収
入
に
よ
り
賄
う
こ
と
を
予
定
し
た
部
分
を
一
時
金
に
換
算
し
た
額
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。 

び
「
Ｄ
案 
厚
生
年
金
保
険
料
率
を
現
状
程
度
に
維
持
す
る
案
」
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
は
、
最
終
的
に
到
達
す
る
保
険

料
が
そ
れ
ぞ
れ
の
案
で
設
定
し
た
水
準
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
将
来
に
わ
た
っ
て
各
年
度
の
給
付
に
必
要
な
費
用
（
基
礎
年
金

拠
出
金
分
を
含
む
。
）
の
支
出
総
額
を
抑
制
し
て
い
く
と
し
た
と
き
に
、
ど
の
程
度
の
抑
制
が
必
要
と
な
る
の
か
を
試
算
し 

五
つ
の
選
択
肢
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
案
の
う
ち
「
Ｅ
案 

厚
生
年
金
の
廃
止
（
民
営
化
）
案
」
は
、
公
的
年
金
を
基
礎
年

金
の
み
と
す
る
案
で
あ
る
が
、
こ
の
案
に
お
い
て
、
厚
生
年
金
を
廃
止
し
た
後
も
従
前
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
現
行
制

度
と
同
じ
水
準
の
給
付
を
支
給
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
平
成
十
一
年
度
末
に
お
け
る
過
去
期
間
費
用
の
財
源
の
う
ち
国
庫

負
担
を
除
き
積
み
立
て
ら
れ
て
い
な
い
部
分
を
一
時
金
に
換
算
し
た
額
は
、
約
四
百
九
十
兆
円
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、
こ 

五
つ
の
選
択
肢
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
案
の
う
ち
「
Ｂ
案 

厚
生
年
金
保
険
料
率
を
月
収
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
と
ど

め
る
案
」
、
「
Ｃ
案 

厚
生
年
金
保
険
料
率
を
年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
を
含
む
）
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
と
ど
め
る
案
」
及 
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五 

の
額
か
ら
、
厚
生
年
金
の
廃
止
後
に
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
財
源
と
し
て
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
る
額
を
除
い
た
額
は
、
約
三
百
五
十
兆
円
と
見
込
ま
れ
る
。 

二
に
つ
い
て 

国
民
年
金
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
も
、
厚
生
年
金
と
同
様
、
段
階
保
険
料
方
式
に
よ
っ
て
お
り
、
現
行
制
度
の
給
付
設
計

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
厚
生
年
金
の
場
合
と
同
様
の
考
え
方
で
試
算
す
る
と
、
平
成
十
一
年
度
末

に
お
け
る
過
去
期
間
費
用
の
財
源
の
う
ち
将
来
の
保
険
料
収
入
に
よ
り
賄
う
こ
と
を
予
定
し
た
部
分
を
一
時
金
に
換
算
し
た

額
は
、
約
五
十
兆
円
と
見
込
ま
れ
る
。 


